
４月下旬発行予定が、学校臨時休業により遅れてしまい、しかも、電子版のみでの配信となります。

香童の柊
校長あいさつ

この度の定期異動により、稲葉小学校に戻り

校長となった松本直美です。前任校は壬生小学

校ですが、その前は教務主任、教頭として４年

間稲葉小学校に勤務していました。子どもたち、

地域については、少しは知っていますので、そ

の強みを生かして、早々に力を発揮していけた

らと思います。保護者の皆様、地域の皆様のお

力もお借りして、稲葉で活きる、世界でも活き

る「人」となる基礎を育てていきたいと思いま

す。どうぞもよろしくお願いいたします。

折しも、新型コロナウイルス感染症拡大が学

校にも暗い影を落としています。国や県の決定

をもとに、町教育委員会とともに、子どもたち

の安全・危機管理を第一にしながらも、臨時休

業中の学習をどのように取り戻すか、学力をど

のように保障していくか、心のケア、正常な発

達の支援など、直面する課題に最善を尽くして

いきます。手を携えてこの困難を乗り越えてい

けるよう、学校の対応や取り組みへのご協力を

お願いいたします。

転出入職員紹介

今年度は８名の先生方が退職・栄転となり、

それに代わる職員が採用・転入となりました。

転退職となった職員への皆様方からの温かいご

支援に感謝申し上げます。そして、転退職の先

生方、今まで大変お世話になりました。

転入してきた職員

始業式・入学式

４月８日、令和２年度１学期の始業式が行わ

れました。例年と違い、新型コロナウイルス対

応で、校庭で間隔を空けての儀式となりました。

初めて顔を合わせる先生も多く、子どもたち

は少し緊張気味でした。校長からは、稲葉小学

校の教育目標の「たくましい子 かんがえる子

たすけあう子」を目指して、毎日の学習と友

だちと仲よくすることが大切という話をしまし

た。ほかに、臨時休業になってしまうが、病気

にならないための行動をしっかりすること、ピ

ンチは必ず乗り越えられるので、明るく前向き

な気持ちで生活することを伝えました。

転退職職員

校長 柴﨑 智正 壬生小へ

教諭 宍戸 美都子 栃木市・栃木第五小へ
教諭 中野 恵子 藤井小へ

教諭 興野 千明 睦小へ
教諭 湯澤 寛子 宇都宮市・西小へ

学校栄養士 菊地 令子 退職
生活支援員 渡邉 敦子 退職

用務員 髙村 功 藤井小へ

転入職員

校長 松本 直美 壬生小から
教諭 加藤 孝之 壬生東小から
教諭 倉嶋 直香 壬生小から

教諭 池田 千穂 睦小から（育休）
教諭 宇佐美 慶佳 新規採用

講師 大川 恵 安塚小から
学校栄養士 鈴木 美希 新規採用

用務員 白石 健一 新規採用

ほかにＡＬＴの入れ替えがあり、他校と兼務となる理科
専科教員や新採指導教員等が稲葉小でも勤務します。

壬生町立稲葉小学校だより
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４月１０日、令和

２年度入学式が行わ

れ、１６名の新しい

仲間が入学しまし

た。例年ですと、全

校児童で温かく迎え

入れるのですが、一部の職員と保護者のみが見

守り、歌もなく、短時間という少し寂しい式に

なってしまいました。しかし、保護者の皆様の

温かいまなざし、教職員からの熱烈な歓迎の気

持ち、在校生からの優しさが伝わるビデオメッ

セージ、新入生の喜びや楽しみな気持ちなど、

心のこもったとてもよい式になりました。

校長からは、新入生に、「たくさん勉強した

り、運動したりして、できることを増やしてく

ださい。お友だちや先生方と、楽しい体験をい

っぱいしてください。」と伝えました。保護者

の皆様に、「学校を信頼してご協力ください。

お子様に、しっかりと目を向け、愛情を注ぎ、

支えてください。」ということをお願しました。

令和２年度のスタッフ紹介

校長 松本 直美 学校経営
教頭 大野 規子 校務全般・地域連携

教諭 加藤 孝之 教務主任・特別支援CO
教諭 野中 友佳 １年担任

教諭 宇佐美 慶佳 ２年担任
講師 大川 恵 ３年担任

教諭 河又 俊一郎 ４年担任・児童指導主任
教諭 髙山 宜之 ５年担任・学習指導主任

教諭 土田 歩武 ６年担任
教諭 森 和良 学習相談学級１組

教諭 青柳 智美 学習相談学級２組
教諭 倉嶋 直香 学力向上・ＴＴ指導

養護教諭 鷺嶋 則子 保健主事・衛生推進者
事務主任 稲葉 綾子 学校事務全般

学校栄養士 鈴木 美希 食育・給食事務全般
非常勤講師 島田 奈保美 下学年学力支援
学力向上支援員 鈴木 隆志 上学年学力支援

学校生活支援員 渡邉 美智子 学習相談学級生活支援
学校生活支援員 石渡 啓子 学習相談学級生活支援

用務員 白石 健一 環境整備・営繕
事務職員 髙山 緑 図書事務・学校事務

教諭 松本 一樹 理科専科（壬生北小）
教諭 遠藤 貴子 学力向上（壬生小）

教諭 池澤 正好 初任者指導（栃三小）
非常勤講師 髙山 恭子 初任者研修補充

非常勤栄養職員 小原 淳子 新採栄養士指導・補充
ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 原田 浩司 教育相談・個別検査

ＡＬＴ ハナ ドリング 英語指導助手

これが今年度の稲葉小職員の陣容です。非常

勤職員や他校との兼務職員などもおり、毎日勤

務している職員ばかりではありませんが、これ

までと変わりないご支援をお願いいたします。

学校運営協議会

４月１７日（金）に、本年度第１回の学校運

営協議会が開催されました。しかし、全国に緊

急事態宣言が出されるタイミングとなってしま

い、資料を配付して、短時間の校長あいさつと

簡単な説明のみを行って解散し、あとはテレワ

ークで学校運営方針などに対するご意見や承認

をいただくという、異例の事態となりました。

協議会の皆様からは、学校経営方針とそれに

もとづく教育活動や学校評価の展開について承

認いただきました。これにより、本校の教育目

標を目指して、４つの努力点とその具体策、具

現化のための方策を日々実践して参ります。詳

しくは、学校ホームページをご覧ください。特

に今年度は、稲葉地区の地域学習と、宿題・自

主学習・家読を３本柱とした家庭学習の充実に

努めていきます。そのために不可欠な家庭や地

域の皆様のご協力をお願いいたします。

学校運営協議会は、地域とともにある学校を目

指して、学校運営に地域の参画を促すための仕組

みです。町教育委員会の承認を得て、ＰＴＡ代表、

学校支援ボランテ

ィア・民生委員・

自治会等代表、学

校・教育行政経験

者の方達を委嘱

し、ご協力いただ

いています。

ＰＴＡ総会・賛助会費について

すべての会員の皆様の賛同を得て、ＰＴＡ総

会の議案は可決・承認という形になりました。

賛助会費の集金は、コロナ禍が一段落してか

ら動き出します。地区によって方法は異なりま

すが、これからご協力いただくところはもうし

ばらくお待ちいただくことになります。


